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戦争のいしぶみ（3）

　梅う
め
そ
の
む
ら

園
村
分
会
の
記
念
碑

　
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
梅

園
神
社
に
建
立
さ
れ
た
帝
国
在
郷

軍
人
会
梅
園
村
分
会
設
立
20
年
記

念
の
碑
で
す
。
帝
国
在
郷
軍
人
会

と
は
、
明
治
43
年
（
１
９
０
０
）

に
、
日
露
戦
争
前
後
か
ら
全
国
各

地
に
組
織
さ
れ
て
い
た
在
郷
軍
人

団
体
を
陸
軍
省
の
指
導
の
下
に
統

合
し
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
帰

休
兵
や
予
後
備
役
軍
人
ら
が
会
員

と
な
り
、
軍
事
教
育
の
発
達
や
軍

人
精
神
の
養
成
な
ど
を
目
的
に
活

動
し
ま
し
た
。

〔
碑
表
〕
義
勇
奉
公
　
兵
衛
拝
書

／
梅
園
村
分
会
設
立
記
念
碑
誌
銘

／
昭
和
五
年
十
一
月
三
日
／
帝
国

在
郷
軍
人
会
麻
布
支
部
長
陸
軍
歩

兵
大
佐
正
五
位
勲
三
等
功
五
級
坪

井
善
明
撰
竝
書
／
碑
裏
に
は
梅
園

村
分
会
の
新
旧
役
員
名
や
基
本
金

寄
附
者
、
石
工
の
名
を
刻
む
。

　「
殉
国
慰
霊
碑
」

　
昭
和
33
年
、
当
時
の
総
理
大

臣
・
岸き

し
の
ぶ
す
け

信
介
の
揮
毫
で
、
慰
霊
碑

建
設
委
員
会
委
員
長
の
畑は
た
な
か
は
ん
ぞ
う

仲
半
三

（
※
第
14
代
梅
園
村
長
）
に
よ
る

建
立
で
す
。
梅
園
村
か
ら
出
征
し

て
戦
死
、
戦
病
死
し
た
136
人
の
氏

名
が
碑
裏
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す

（
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
〈
大
正
７
年

〜
〉
２
人
、
満
州
事
変
〈
昭
和
６

年
〜
〉
２
人
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

〈
昭
和
14
年
〉
１
人
、
支
那
事
変

〈
昭
和
12
年
〜
〉
14
人
、
大
東
亜

戦
争
〈
昭
和
16
年
〜
〉
117
人
）
。

　「
越
生
町
慰
霊
碑
」

　
第
二
次
世
界
大
戦
戦
没
者
の
納

骨
・
慰
霊
施
設
「
世
界
無
名
戦
士

之
墓
」
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

に
は
、
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦

争
）
で
亡
く
な
っ
た
旧
越
生
町
出

身
の
171
人
を
慰
霊
す
る
碑
が
あ
り

ま
す
。
越
生
町
慰
霊
碑
建
設
会
発

起
人
の
鈴す
ず
き
わ
さ
ぶ
ろ
う

木
和
三
郎
（
※
第
14
代

旧
越
生
町
長
）
に
よ
る
建
立
で
、

表
題
は
第
61
〜
63
代
内
閣
総
理
大

臣
・
佐さ
と
う
え
い
さ
く

藤
栄
作
の
揮
毫
で
す
。
碑

裏
に
行
政
区
ご
と
に
戦
没
者
名
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
（
河
原
区
５

人
、
新
宿
区
８
人
、
上
町
区
７

人
、
仲
町
区
５
人
、
本
町
区
22

人
、
上
野
一
区
17
人
、
上
野
二
区

10
人
、
如
意
区
11
人
、
西
和
田
区

15
人
、
大
谷
区
15
人
、
鹿
下
区
11

人
、
古
池
区
６
人
、
成
瀬
区
16

人
、
黒
岩
区
23
人
）
。

　馬
魂
碑

　
世
界
無
名
戦
士
之
墓
に
は
軍
馬

や
農
耕
馬
な
ど
に
感
謝
し
慰
霊
す

る
碑
が
あ
り
ま
す
。

〔
碑
表
〕
馬
魂
碑
／
理
事
長
　
鈴

木
一
書

〔
碑
右
〕
遠
く
戦
国
時
代
は
も
と

よ
り
明
治
大
正
を
通
し
大
東
亜
戦

争
ま
で
幾
多
の
戦
史
の
蔭
に
、
言

う
に
言
葉
を
持
た
ず
訴
ふ
る
に
そ

の
術
も
な
く
、
戦
野
に
屍
を
曝
し

て
そ
の
ま
ま
の
幾
十
万
の
軍
馬
、

或
は
時
代
時
代
の
大
き
な
輸
送
力

と
し
て
、
或
い
は
農
耕
等
今
日
の

経
済
復
興
に
又
競
走
馬
と
し
て
国

民
に
潤
の
道
を
与
へ
蔭
の
ち
か
ら

と
な
つ
て
命
数
を
終
つ
た
駿し

ゅ
ん
め馬
に

対
し
、
こ
の
偉
大
な
る
社
会
に
貢

献
し
た
歴
史
を
今
こ
こ
で
次
代
に

伝
へ
更
に
そ
の
霊
を
慰
む
る
べ
く

建
碑
を
計
画
し
た
。
幸
い
に
中

央
競
馬
社
会
福
祉
財
団
よ
り
金

四
百
万
円
の
巨
額
の
賛
同
を
得
て

こ
こ
に
馬
魂
碑
の
建
立
を
得
た
。

私
達
は
詣
で
る
人
人
に
彼
等
の
在

り
し
日
の
姿
を
偲
び
、
霊
に
感
謝

の
心
を
手
向
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
祈
る
。

〔
碑
左
〕
特
別
寄
附
者
芳
名
／
一

金
参
万
円
也
　
総
理
府
副
長
官
　

小
宮
山
重
四
郎
／
一
金
参
万
円
也
　

町
田
幸
純
／
一
金
壱
万
円
也
　
山

口
国
作
／
一
金
壱
万
円
也
　
堀
江

作
司
／
一
金
壱
万
円
也
　
市
川
佑

治
／
一
金
壱
万
円
也
　
堀
栄
松
／

一
金
壱
万
円
也
　
鈴
木
一
太
郎
／

一
金
壱
万
円
也
　
福
田
明
／
一
金

壱
万
円
也
　
𠮷𠮷
原
𠮷
政
／
一
金
壱

万
円
也
　
野
口
勝
蔵
／
一
金
壱
万

円
也
　
岩
田
邦
治
／
一
金
壱
万
円

也
　
関
根
精
一
郎
／
一
金
壱
万
円

也
　
長
谷
部
秀
勝
／
一
金
壱
万
円

也
　
齊
藤
愛
助
／
一
金
壱
万
円
也
　

俵
木
千
三
／
一
金
壱
万
円
也
　
町

田
季
六
／
馬
魂
碑
建
設
発
起
人
／

世
界
無
名
戦
士
の
墓
建
設
会
長
越

生
町
長
　
町
田
幸
純
／
同
　
助
役
　

福
田
明
／
同
　
収
入
役
　
野
口
勝

蔵
／
同
　
商
工
会
長
　
堀
江
作
司

／
同
　
観
光
協
会
長
　
鈴
木
一
太

郎
／
同
　
理
事
　
山
口
国
作
／
中

央
競
馬
福
祉
財
団
事
務
局
長
　
𠮷𠮷

原
𠮷
政
／
前
世
界
無
名
戦
士
の
墓

建
設
会
長
　
故
　
関
根
要
一
／
昭

和
四
十
七
年
九
月
建
之
／
石
工
　

川
越
市
　
山
崎
石
材
店
　

　
※
碑
文
の
旧
字
や
異
体
字
は
新
字
に
改

め
、
空
白
・
ル
ビ
・
注
釈
等
を
補
っ
た
。

世界無名戦士之墓（大字越生）の大東亜戦争の慰霊碑（昭和41年〈１９６６〉建立）

世界無名戦士之墓（大字越生）の馬魂碑（昭和47年〈１９７２〉建立）

梅園村分会設立記念碑　（昭和６年〈１９３１〉建立）

梅園神社（大字小杉）の殉国慰霊碑（昭和33年〈１９５８〉建立）

国登録有形文化財（建造物）「世界無名戦士之墓」（昭和29年〈１９５４〉竣工）
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Pick up

おごせ教育　７月11日（火）に、全校児童・教職員
で１５０周年記念航空写真の撮影を
行いました。撮影スタッフの方がデザ
インに従って書いた白線の上に並び、
色画用紙を頭上に持って撮影に臨み
ました。その後、全員で集合写真も撮
影しました。出来上がりが楽しみです。

　７月１５日(土)に情報モラル教室
を行いました。全校生徒が給食ホール
に集合して、開催しました。講師の方
から、インターネットを介してのトラブ
ル防止について、詳しく説明していた
だきました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　７月10日（月）～12日（水）の間で水
泳学習の一環で着衣水泳を行いました。
「衣服を着たままの状態で水の中に入
るとどうなるのか」、「衣服を着たまま川
などに落下した際にどうするのか」など
を実際に体験することで、水の事故防
止に役立てています。

梅 園 小 学 校

越 生 小 学 校

ズームイン教育308

越生みどり幼稚園

「８つのお約束」

　
越
生
み
ど
り
幼
稚
園
は
、
８
つ

の
お
約
束
に
基
づ
き
教
育
目
標
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
し
た

毎
日
を
育
む
保
育
を
行
い
ま

す
。

・
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し

感
性
豊
か
な
子
に
育
て
ま
す
。

・
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
推
し
量
る

保
育
を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
、
自
由
で
豊
か
な
表

現
力
を
伸
ば
す
保
育
を
行
い
ま

す
。

・
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
自

信
を
育
て
る
保
育
を
行
い
ま

す
。

・
ご
家
庭
と
の
連
携
を
深
め
、
育

児
を
さ
れ
て
い
る
ご
両
親
を
心

か
ら
応
援
し
ま
す
。

・
自
己
研
鑽
を
深
め
、
学
び
を
毎

日
の
保
育
に
生
か
し
ま
す
。

・
施
設
設
備
の
清
潔
・
安
全
の
た

め
、
環
境
維
持
を
行
い
、
明
る

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
園
の
様
々
な
行
事
で
は
保
護
者
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
き
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

夕
涼
み
会
で
は
、
卒
園
生
や
地
域
の

方
々
も
多
く
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
開
か
れ
た

幼
稚
園
を
目
指
し
、
共
に
楽
し
い
時

間
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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